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かけがいのない『命』

二月に降った２回の大雪の影響もあり、桜のつぼ
みや菜の花など例年に比べて成長が遅れているよう
です。気温も春めいて暖かい日もあれば、寒くて凍
えそうな日もあり春の足音は一歩一歩ゆっくりでは
ありますが近づいてきているようです。
先日朝礼でかけがえのない『命』について話をし

ました。三月には東京で突然『命』を奪われる大き
な出来事が二つありました。
一つ目は３月１０日『東京大空襲』です。アメリ

カのＢ２９爆撃機が東京にたくさんの焼夷弾（しょ
ういだん）を落として、都民８万人以上が亡くなり 【校庭に残る雪】
ました。終戦を迎え、平和を愛する国を目指して新
しい憲法を制定して日本は復興してきました。戦争を放棄した憲法第９条をよく読み、
しっかりとした判断ができる大人へと成長してほしいと思います。そのためにもニュー
スなどの情報に耳を傾け、世界の情勢を理解することが大切です。
二つ目は『東日本大震災』です。今年の３月１１日で３年が経過します。この地震で

東京でも１週間以上交通機関等に影響がでたことも記憶に残っていると思います。死者
行方不明者を併せて１万八千人を超える被害がでています。今後も福島第一原子力発電

所からでた放射能が原因で、さらに被害が拡大することも考えられ
ます。この地震被害から、学校や地域でも防災訓練が数多く行われ
るようになり、防災に向けての心構えや対策･準備など、いざとい
うときのための備えができてきました。時が経つと記憶が風化し、
訓練などを疎かにするようになり、東日本大震災の経験が活かされ
なくなります。防災訓練等に意欲的に参加をして、自分の命は自分
で守るだけでなく、援助や支援を必要としている人の手助けができ
るようになってほしいと思います。

さて、２０日には第６７回卒業式が行われます。開校以来続く豊
渓中学校の伝統を引き継ぐためにも、卒業式の練習や卒業前の行事
などに真剣に取り組んでほしいと思います。在校生や保護者・教職
員等が感動する式を作り上げてください。

副校長 根岸 秀夫
【菜の花】

教育目標『健康で心豊か そして よく学ぶ人』
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月の主な取り組み２

平成 年 月 日～ 日【東京都公立学校美術作品展】 26 2 9 14
上野にある東京都美術館で、東京都公立学校美術作品展が開かれ、練馬区のコーナーに

本校から下記の作品が展示されました。

左【マイ絵文字 年高橋 凜】 【 年佐藤友里佳】 【 年栁澤 実玖】1 1 3
右【私の浮世絵 年寺久保莉里】3

【そっくりな空き缶】 【鋳造キーホルダー】
右 年立川 湧斗 年冨田 梨菜2 2
左 年後藤 祐人2

【Ｋ中ゼミ閉校式】
平成２５年１１月に開講したＫ中ゼミ

も２月２１日に閉講式を迎えました。
月曜日から土曜日まで、毎日２時間ず

つ大学生や本校の教員が先生になり、テ
キストを中心に学習し、質問をする形式
で進められました。多くの生徒が参加し
ていたこともあり、緊張感をもって自学
自習に励んでいました。
その成果が発揮され、高校合格の知ら

せが数多く届いています。
来年度の新 年生も、このＫ中ゼミに3

積極的に参加して、志望校合格を目指し
てください。
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【スキー移動教室】２月４日(火）～７日（金）
宿泊先：ベルデ軽井沢
スキー場：湯の丸高原スキー場
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【校内作品展】平成２６年３月７日～８日 視聴覚室・図書室

3･4月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土
９ １０ １１ １２大久保 １３ １４山崎 １５

朝礼 生徒会 避難訓練 全校保護者会 年講座都 立 分 （ ） 3
展示片付け 安全指導割 後 期

・ 二 次 都立分割後期

募入試 埼玉県立発表 ・二次募発表

１６ １７ １８ １９大久保 ２０ ２１ ２２

年奉仕活動 卒業式予行 前日準備 春分の日3 卒業式

予行準備 ３送会 職員打合せ

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

美化活動 春季休業日始修了式

都立定時制二 都立定時制二

次募入試 次募発表職員会議

３０ ３１ ４／１ ２ ３ ４ ５

春季休業日終新年度

スタート

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

始業式 入学式 安全指導 教科オリエン

新入生保護者 授業ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ テーション

会 新入生歓迎会

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

心臓病検診 避難訓練Ⅰ Ｋ中ベーシ朝礼 Ⅰ期時間割 全校保護者会

腎臓病検査 ック(理科)専門･中央委員 開始

会


